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平成28年熊本地震　職員応援派遣（２）
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Survive
シリーズ防災　政策総務課危機管理係 ☎956-2101（内324）

　
８
月
号
で
住
家
被
害
認
定
調
査
に
従

事
し
た
２
名
の
職
員
の
報
告
を
掲
載
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
避
難
所
で
の
健
康

相
談
な
ど
、
よ
り
密
接
に
被
災
者
と
か

か
わ
る
職
種
で
あ
る
保
健
師
の
応
援
派

遣
報
告
を
お
伝
え
し
ま
す
。

派
遣
先

熊
本
県
上
益
城
郡
益
城
町

人
口
３
２
，
６
９
２
人
（
平
成
22
年
国

勢
調
査
人
口
）　
町
域
65
・
68
㎢

※
熊
本
地
震
の
震
源
地
と
し
て
、
観
測

史
上
初
と
な
る
二
度
の
震
度
７
を
記
録

し
た
町
。
震
災
関
連
死
を
含
め
て
21
名

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

派
遣
期
間

平
成
28
年
７
月
１
日
□金
か
ら
７
月
７

日
□木
ま
で
　
延
べ
７
日
間

�

従
事
し
た
業
務

避
難
所
避
難
者
の
健
康
相
談

仮
設
住
宅
入
居
者
の
健
康
調
査

派
遣
職
員

健
康
課
健
康
増
進
係
　
永
井
保
健
師

派
遣
職
員
か
ら
の
報
告
　

　〝が
ん
ば
る
ば
い
熊
本
〟
こ
の
言
葉

が
書
か
れ
た
横
断
幕
や
張
り
紙
が
町
内

の
至
る
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
派
遣
を
通
し
て
、
こ
の
言
葉
に

込
め
ら
れ
た
意
味
や
、
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
る
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

切
実
な
困
り
ご
と

　
私
が
保
健
師
と
し
て
従
事
し
た
業
務

は
益
城
町
の
避
難
所
避
難
者
の
健
康
相

談
と
、
仮
設
住
宅
入
居
者
の
健
康
調
査

で
し
た
。
避
難
所
は
テ
ン
ト
、
車
中

泊
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
、
ユ
ニ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
、
ホ
テ
ル
内
な
ど
、
様
々
な
形

態
の
避
難
所
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
避
難
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
夜
中
に

足
音
や
ラ
ジ
オ
の
音
が
聞
こ
え
て
眠
れ

な
い
」「
配
食
時
間
内
に
も
ら
い
損
ね
る

と
ご
飯
抜
き
に
な
る
」「
家
を
片
付
け
た

い
が
避
難
所
か
ら
遠
く
、
生
活
す
る
こ

と
で
精
一
杯
」「
子
ど
も
が
地
震
を
怖
が

り
、
家
の
中
に
入
れ
な
い
」
な
ど
、
切

実
な
困
り
ご
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　�

仮
設
住
宅
入
居
者
の
健
康
調
査
で

は
、「
仮
設
住
宅
の
階
段
が
高
く
て
登

り
に
く
い
」「
隣
の
家
と
近
い
た
め
騒

音
を
気
に
し
て
し
ま
う
」「
仮
設
団
地

に
知
り
合
い
が
い
な
い
」
な
ど
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
震
災
前
は

健
康
だ
っ
た
が
、
避
難
所
の
偏
っ
た
食

事
に
よ
り
体
重
が
激
減
し
、
筋
肉
が
落

ち
、
歩
行
困
難
な
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
直
後
は
介
護
が
必
要
な

お
母
さ
ん
を
一
時
的
に
親
戚
に
看
て
も

ら
っ
て
い
た
が
、
仮
設
住
宅
で
再
び
自

分
が
介
護
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
慣
れ

な
い
環
境
で
の
介
護
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

前
を
向
い
て
生
き
る

　
様
々
な
お
話
を
聞
く
と
、
発
災
後
か

ら
続
く
心
身
の
ご
負
担
は
計
り
知
れ
ず
、

今
後
も
そ
の
生
活
が
続
い
て
い
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
過
酷
さ
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
状

況
の
中
で
も
、
私
の
話
に
耳
を
傾
け
て
、

「
京
都
の
話
し
方
は
癒
さ
れ
る
ね
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、「
自
分
に
負
け

た
ら
負
け
。
何
も
い
い
こ
と
は
な
い
。」

と
震
災
に
負
け
な
い
心
構
え
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
方
、「
ま
さ
か
自
分
が
避
難

生
活
を
送
る
な
ん
て
…
た
だ
震
災
直
後

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
て
く
れ

た
。
絆
を
感
じ
て
感
動
し
た
。」
と
話
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　〝
が
ん
ば
る
ば
い
熊
本
〟
こ
の
言
葉
に

は
「
震
災
に
負
け
ず
復
興
す
る
」
と
い

う
強
い
意
志
を
感
じ
る
一
方
で
、
が
ん

ば
り
続
け
る
こ
と
の
過
酷
さ
も
肌
で
感

じ
、「
自
分
が
同
じ
立
場
に
立
っ
た
ら
？
」

「
保
健
師
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
？
」
と

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
発
信
す
る
避
難
情
報
を

確
実
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
登

録
し
ま
し
ょ
う
！ 

『
町
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
』

　
町
が
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を
登
録

者
に
配
信
。
メ
ー
ル
が
利
用
で
き
な
い

方
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
配
信
。（
※

登
録
方
法
は
本
誌
裏
面
カ
レ
ン
ダ
ー
欄

に
掲
載
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
利
用
希
望

の
場
合
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

　
義
援
金
の
募
集
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
３
月
31
日
□金
ま
で
募
集
期
間
が
延

長
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
温

か
い
ご
支
援
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
義
援
金
受
付
》

　
義
援
金
の
受
付
場
所
は
以
下
の
通
り

で
す
。

▼
町
役
場
福
祉
課
▼
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
▼
中
央
公
民
館
▼
町
体
育
館
▼
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
な
ご
み
の
郷
」
▼
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
長
寿
苑
」

　
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。
閉

庁
・
休
館
日
に
つ
い
て
は
本
誌
28
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
物
資
の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

▲派遣先での業務について報告する職員

▲仮設住宅
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申
請
方
法

○
「
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
方

　
９
月
下
旬
頃
に
税
住
民
課
か
ら
送
付
す
る

「
平
成
28
年
度�

住
民
税
の
課
税
状
況
に
関
す
る

お
知
ら
せ
」
に
、（
Ａ
）、（
Ｂ
）�

の
申
請
書
類

等
を
同
封
し
ま
す
。
次
の
手
順
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

①
申
請
書
類
に
記
入
・
押
印

②
本
人
確
認
書
類
な
ど
必
要
書
類
を
添
付

③
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
ま
た
は
町
役
場

１
階
福
祉
課
横
の
第
一
会
議
室
ま
で
持
参

○�

「
お
知
ら
せ
」
が
届
い
て
い
な
く
て
も
給
付

対
象
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
！

　
平
成
28
年
度
の
市
町
村
民
税
で
、
１
人
で
も

課
税
者
が
い
る
世
帯
に
は
「
お
知
ら
せ
」
は
届

き
ま
せ
ん
。
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
な
ど

申
請
先
＝
平
成
28
年
１
月
１
日�

（
基
準
日
）�

時

点
で
住
民
票
が
あ
る
市
町
村

申
請
期
間
＝
平
成
28
年
９
月
28
日�

□水
～
平
成

29
年
２
月
10
日�

□金
（
当
日
消
印
有
効
）

※
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す

給
付
方
法
＝
原
則
口
座
振
込

給
付
金
の
給
付
時
期
＝
申
請
書
の
提
出
後
、
１

～
２
か
月
後

注
意
！

・�

申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

申
請
書
の
記
入
漏
れ
や
必
要
書
類
の
添
付
漏

れ
が
原
因
で
支
給
手
続
き
が
遅
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
提
出
前
に
十
分
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て

い
る
方
へ

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る

方
お
よ
び
そ
の
同
伴
者
で
あ
っ
て
、
事
情
に
よ
り

基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
時
点
で
住
民
票

を
異
動
す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
で
、
か
つ
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
現
在
実
際
に
居
住
し
て

い
る
市
町
村
に
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
際
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
給
付
金
の
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

前
述
の
申
出
時
よ
り
も
以
前
に
、
配
偶
者
等
が

代
理
申
請
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
上
記
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
申
請
手
続
は
、
こ

の
申
出
と
は
別
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
っ
た
振
り
込
め

詐
欺
や
個
人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
申
請
者
本
人
が
操
作
し
て
、
他
人

か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
▼
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員

が
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」
を
支
給
す
る

た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
▼
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

の
職
員
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成
や
銀
行

口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

※�

ご
自
宅
や
職
場
に
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
の

職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
ら
、
迷
わ
ず
お
住
ま
い
の
市
町
村
や
、

向
日
町
警
察
署�

（
電
話
０
７
５

−

９
２
１

−

０
１
１
０
）�

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
♯
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

秋からふたつの給付金～９月28日水から申請受付開始～
（A）平成28年度臨時福祉給付金

（B）障害基礎・遺族基礎年金等受給者向け給付金

問＝町福祉課給付金担当（内155、153）
厚生労働省専用ダイヤル　☎0570-037-
192（平日午前９時～午後６時）

支
給
対
象
者
診
断
チ
ャ
ー
ト

　 

(A)「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

　 

(B)「
障
害・遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
し
た
か
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

平
成
28
年
５
月
分
の

障
害
基
礎
年
金・

遺
族
基
礎
年
金
等
を

受
給
し
て
い
ま
す
か
。

高
齢
者
向
け

給
付
金

（
３
万
円
）は
受
給

し
ま
し
た
か
。

平成28年度臨時福祉給付金および
障害・遺族年金受給者向け給付金の対象ではありません。

平成28年度臨時福祉給
付金（3千円）
の支給対象と
なる可能性が
あります。

平成28年度臨時福祉給付金
（3千円）および障害・遺族基礎
年金受給者向け給
付金（3万円）の支
給対象となる可能
性があります。

平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ス
タ
ー
トい

い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

（A）平成28年度臨時
福祉給付金

（B）障害・遺族基礎年金
受給者向け給付金
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大
山
崎
町
消
防
団
は
、
７
月
31
日
■日
丹
波
自
然
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
24
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
出
場
、
連
日
の
訓
練
成
果
を
見
事
発
揮

し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
大
会
の
出
場
団
員
は
、
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
次
の

方
々
で
す
。

指
揮
者
　
平
井
　
慶
一

　
班
　
長（
第
３
分
団
）

１
番
員
　
森
田
　
陽

　
団
　
員（
第
３
分
団
）

２
番
員
　
加
茂
　
和
洋

　
団
　
員（
第
１
分
団
）

３
番
員
　
小
田
　
篤

　
団
　
員（
第
２
分
団
）

４
番
員
　
柴
田
　
大

　
団
　
員（
第
２
分
団
）

補
助
員
　
中
森
　
裕
城

　
班
　
長（
第
１
分
団
）

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験
に
際
し
、
必
要
な
予
備
知

識
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

と
き
＝
10
月
15
日
□土
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

と
こ
ろ
＝
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
４
階
大
会
議
室

種
別
＝
乙
種
第
４
類

受
講
料
＝
一
般
６
，
０
０
０
円
、
会
員
４
，
０
０
０
円

（
乙
訓
防
火
・
危
険
物
安
全
協
会
ま
た
は
京
都
府
内
の
危

険
物
安
全
協
会
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
の
方
）

申
込
期
間
＝
９
月
１
日
□木
～
10
月
14
日
□金
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

問
・
申
込
先
＝
大
山
崎
消
防
署
庶
務
予
防
課

　
☎
９
５
６

−

０
１
１
９
　
９
５
７

−

０
９
９
９

平
成
28
年
度
第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
９
５
３

−

６
０
４
２
　
９
５
３

−

１
１
９
１

採
用
予
定
日
＝
平
成
29
年
４
月
１
日

採
用
人
数
（
予
定
）
＝
６
人
（
う
ち
２
人
程
度
は
救
急
救

命
士
）

○
受
験
資
格

消
防
吏
員
及
び
救
急
救
命
士

　
大
学
卒
、
短
大
卒
、
高
校
卒

　
※�

年
齢
等
詳
細
は
、
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

総
務
係
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
※�

視
力
裸
眼
０・
１
以
上
（
矯
正
１・
０
以
上
）、
色
覚

及
び
身
体
に
職
務
遂
行
上
支
障
が
な
い
方
、
日
本
国

籍
を
有
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

○
試
験
日
お
よ
び
試
験
科
目

乙
訓
消
防
組
合
消
防
士
募
集

第
１
次
試
験
＝
10
月
８
日
□土（
基
礎
能
力
試
験
及
び
作
文
試
験
）

第
２
次
試
験
＝
10
月
23
日
■日
（
適
正
検
査
、
体
力
測
定
）

第
３
次
試
験
＝
11
月
中
旬
（
個
別
面
接
）

受
付
期
間
＝
９
月
６
日
□火
～
10
日
□土

○
募
集
詳
細

　
乙
訓
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
９
月
１
日
□木
か
ら
大
山
崎
消
防
署
で
も
募
集
要

項
を
配
付
し
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、
受
験
資
格
を
ご
確

認
の
う
え
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号

に
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
、
左
記
ま

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
・
申
込
先
・
請
求
先

〒
６
１
７

−

０
８
３
３

京
都
府
長
岡
京
市
神
足
芝
本
９

乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
総
務
係

☎
９
５
３

−

６
０
３
３

http://w
w
w
.otokuni119-kyoto.jp/

大
山
崎
町
消
防
団
　
京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
出
場

シリーズ
火災・救急

電気火災

現場からのメッセージを
紹介します。

　普段の生活に欠かせない電気製品ですが、使用方
法を誤ると火災となる恐れがあります。
　今回は、電気火災の主な原因の１つであるトラッ
キング現象について紹介します。
○トラッキング現象とは？
①�差しっぱなしのプラグとコンセントの間にほこり
がたまる
②�ほこりに湿気が帯びると、プラグの刃と刃の間に
電気が流れる
③�②の繰り返しでたまったほこりが炭化し、プラグ
の両端が繋がることにより常に通電している状態
になる
④プラグが発熱し、最終的に発火する
○トラッキング現象を防ぐには！
・使用時以外はコンセントからプラグを抜く
・�冷蔵庫等差しっぱなしのプラグについては、時々
掃除をして埃を取り除く
・�トラッキング防止の電気コードや、プラグに埃の
たまらないカバー等を使用する
・�濡れた手でプラグやスイッチを触らないようにする
　トラッキング現象は、電気製品を使用していなく
てもコンセントにプラグが差さっているだけで起こ
りうる現象ですが、日々の点検や掃除によって発生
を防ぐことができます。
　自身の生命・財産を守るために、常日頃から注意
するようにしましょう。

2 0 1 6 . 9 広報おおやまざき 16

□

　消
防
ひ
ろ
ば

□

　シ
リ
ー
ズ
防
災

□

　図
書
室
だ
よ
り

　

Relax

□

　

Sm
ile

□

　ま
ち
の
話
題  Town  Topics

□

　

Inform
ation

□

　伝
言
板　

M
essage

Relax
中央公民館図書室だより

稲垣　えみ子／著

東洋経済新報社

『カリブの巨大ザメ（マジックツリーハウス 40）』
メアリー・ポープ・オズボーン／著　KADOKAWA

『ぞうちゃんとねずみちゃん』
三浦　太郎／作　講談社

『かみをきってよ』
長田　真作／作　岩崎書店

『ぼくのいちにちどんなおと？』
山下　洋輔／文、むろ　まいこ／絵　福音館書店

ニンジンにレタス、ゴ
ボウなど、私たちが普
段口にしているたくさ
んの野菜は、草花と同
じように花を咲かせて
います。スーパーや食
卓に並ぶ野菜たちの、
愛らしい一面を楽しむ
ことができる写真絵本
です。

児童書

『やさいの花』

『くらべる東西』
おかべ　たかし／文、山出　高士／写真　東京書籍

『世界一伸びるストレッチ』
中野ジェームズ修一／著　サンマーク出版

『新釈　にっぽん昔話』
乃南　アサ／著　文藝春秋

『花戦さ』
鬼塚　忠／著　KADOKAWA

定年退職までの10年間を
残し、50歳で会社を辞め
た著者を待ち受けていた
厳しい現実と、身近に見
つけた幸せとは。
アフロヘアーの元朝日新
聞論説委員として一躍時
の人となった著者による、
「会社社会」・日本を生き
抜くための処世論。

一般書

『魂の退社　会社を辞めるということ。』
埴
はに

　沙
しゃぼう

萠／写真　嶋田　泰子／文

ポプラ社

【新着図書紹介】
図 書 室
開 室 時 間

休 室 日

図 書 室
(公民館内)

平日� 10：00〜17：00
土日■祝�10：00〜16：30

☎957ー1421

【本の取り扱いについて】
　図書室の本をご利用中に、本の上
にお茶などをこぼしたり、ページが
破れてしまった場合は、カウンター
にお申し出ください。修理が困難な
場合は、弁償をお願いすることもあ
ります。
　本の取り扱いにはご注意いただきま
すよう、よろしくお願いいたします。

毎週月曜日
9月29日木

「
天
王
山
ゆ
ひ
ま
つ
り
」の
出
演
者
、出
店
・
出
展
者
を
募
集

求
む
！「
天
王
山
ゆ
ひ
ま
つ
り
」の
盛
り
上
げ
役
！

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
天
王
山
に
ぎ
わ
い
実
行

委
員
会
が
「
天
王
山
ゆ
ひ
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
た
だ
い
ま
同
実
行
委
員
会
で
は
、
ス
テ
ー
ジ

出
演
者
、
出
店
・
出
展
者
を
募
集
中
で
す
。

「
天
王
山
ゆ
ひ
ま
つ
り
」

と
き
＝
11
月
６
日
■日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
町
役
場
周
辺

募
集
内
容
＝
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者

▼
飲
食
・
物
品
販
売
、
手
作
り
体
験
な
ど
の
出

店
者
▼
活
動
紹
介
・
展
示
会
な
ど
の
出
展
者

出
店
・
出
展
参
加
費
＝
一
律
１
，
０
０
０
円

申
込
＝
は
が
き
に
、
▼
住
所
▼
氏
名
▼
電
話
番

号
▼
出
演
・
出
店
・
展
示
な
ど
の
内
容
を
書
い

て
、
左
記
ま
で
。
９
月
20
日
□火
消
印
有
効

合
わ
せ
て
募
集
中

　
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の
ま
つ
り
の
機
会
に
、

①
昔
話
「
天
王
山
の
カ
エ
ル
」（
※
）
に
ち
な
ん

だ
お
土
産
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
り
、
②

カ
エ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
作
っ
た
り
、
③
ま
つ
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
「
ま
つ
り
盛

り
上
げ
隊
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
は
が
き
に

「
ゆ
ひ
ま
つ
り
盛
り
上
げ
隊
」
と
書
い
て
、
右
記

①
②
③
の
う
ち
希
望
さ
れ
る
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
。
実
行

委
員
会
か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
京
都
の
カ
エ
ル
と
大
阪
の
カ
エ
ル
が
天
王
山

で
出
会
っ
た
。
相
手
の
住
む
町
を
一
目
見
た
い

と
思
っ
て
い
た
両
者
だ
っ
た
が
、
立
ち
あ
が
っ

て
眺
め
て
み
る
と
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
町
と
何
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、

訪
ね
る
こ
と
な
く
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

カ
エ
ル
の
目
玉
は
、
頭
の

上
に
後
ろ
向
き
に
つ
い
て

い
る
の
で
、
立
ち
上
が
っ

て
見
た
町
は
、
自
分
た
ち

の
町
だ
っ
た
と
い
う
「
落

ち
」
の
昔
話
で
す
。

問
・
申
込
先
＝
天
王
山
に
ぎ
わ
い
実
行
委
員
会
　

島
　
照
子

〒
６
１
８

−

０
０
８
１
大
山
崎
町
下
植
野
小
字
梅

ケ
畑
15
　
☎
０
９
０

−

９
６
１
２

−

５
９
１
４

後
援
＝
大
山
崎
町
、
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
、

大
山
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会

▲昨年のまつりの様子。大盛況です。

京

　都
天
王
山

大

　阪
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　山崎の合戦の際にも使われたと伝えられている火縄銃
は、南蛮（スペインやポルトガルなど）から伝えられた
文化です。その威力の大きさに驚き、今までの防具では
太刀打ちできないと、ヨーロッパと日本のそれぞれいい
ところを取り入れてできた兜が「南蛮兜」です。
　毎年恒例の夏休み子ども歴史教室に、今年は25人の子
どもたちが参加し、「南蛮兜」をつくりながら歴史を学び
ました。
　厚紙と紐でつくる南蛮兜は案外難しく、紐を通す順番
に気を付けたりと、頭を使う作業のようでした。子どもたちの眼差
しは真剣そのもの。その分、完成したときの感動はひとしおです。
出来上がった兜を早速かぶりご満悦の様子でした。
　また、28日には南蛮文化に詳しい堺鉄砲研究会の澤田平先生の講
義がありました。先生はその当時使われた兜や鉄砲などを実際に身
に着け、ユーモアを交えて南蛮文化について説明。子どもたちは実
際に弾が貫通した当時の鎧や火縄銃などに興味津々でした。

７27・28
夏休み子ども歴史教室を開催

自分だけの南蛮兜

　３回にわたって開かれた夏休み子ども陶芸教
室。最終日の８月４日□木、子どもたちのもとに、
自分たちが形をつくり、絵付けした器や陶板が
やってきました。講師の山﨑先生は、「みんな
それぞれ個性的な作品ができました。『才能ア
リ』です！」と、子どもたちの作品に太鼓判を押

しました。出来
上がった作品を
ずらっと並べて
品評会を行った
あとは、自分の
作った器にご褒
美のジュースを
入れてゴクリ。
きっといつもよ
りおいしく感じ
たはずです。楽
しい夏の思い出
になりました。

　夏といえば盆踊り。皆さんは「おおやまざき音頭」をご存
じですか？この日、長寿苑で「盆踊りを楽しむ会」が開かれ
ました。おおやまざき音頭のみならず、江州音頭や炭坑節、
河内音頭など、様々な種類の音頭を民謡サークル「みやび」
の演奏に合わせて踊ります。ゆっくり動くように見えて、涼
しい部屋で踊っても汗が噴き出るくらいの運動量です。色と
りどりの浴衣も踊りに華を添え、参加者は爽やかな笑顔で慣
れ親しんだ踊りを楽しんでいました。

８ ７4 27
長寿苑で「盆踊りを楽しむ会」が開かれました夏休み中央公民館講座

地元の宝、おおやまざき音頭マイカップのできあがり！
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　昨年末の大山崎町体育館での初防衛戦で惜しくも敗
れ、一度は引退を表明した本町出身のプロボクシング
元日本ライトフライ級王者の堀川謙一さん（36）（SFマ
キボクシングジム所属）が、大阪市で行われた復帰戦

で見事に勝利しました。
年末の地元での一戦が、
昨年度の世界戦をのぞく
国内最高試合に選ばれた
ことも、再起を決意させ
た要因の一つ。練習拠点
を東京に移すなど変化を求め、この日は、持ち前のスピードで相手を翻弄しました。
　「ほっとしました。もう一度王者に返り咲く、それだけです。」王者復活という「天
王山」に向けた、あきらめない挑戦が始まります。

　初めての山の日、山といえば天王山です。強い日差しが
緑を輝かせるこの季節、天王山をまもる会が主催するイベ
ント「天王山で秀吉のお宝をゲットせよ！」が開かれ、約
20人が山崎聖天からスタートを切りました。頂上や宝積寺
を経て、山崎聖天に戻ってゴールです。参加者は秀吉の陶
板絵図をカメラにおさめたり、チェックポイントでクイズ
に答えたりと、いつもとは違う天王山ハイキングを楽しみ
ました。
　このイベントには町長扮する羽柴（豊臣）秀吉や、乙訓
戦国つつじ扮する羽柴秀長（秀吉の弟）、明智光秀、細川ガ
ラシャが登場し、天王山はさながら戦国時代にタイムスリッ

プしたかのような雰囲気に。宝積寺では、秀吉が山崎の合戦で布陣を敷いたときに腰掛けたとされる「出世石」に
特別に座り、武将たちと写真撮影する参加者の姿も見られました。
　歴史が好きという小学生の参加者は「暑かったけど楽しかった。武将に兜をかぶらせてもらえてよかった。」と、

光る汗をぬぐいながら答えてくれました。
　参加者全員が無事にゴールし、３着までの人は賞状と賞品が授与され
ました。その後はお楽しみの抽選会。アサヒビール大山崎山荘美術館の
招待券や町内にあるレストランの食事券など、豪華な「秀吉のお宝」
に、当たった参加者は皆歓声を上げていました。これも天王山の秀吉の
勝ち運にあやかったおかげかもしれません。
　これからの季節はハイキングに最適。皆さんも天王山に訪れてみては
いかがでしょうか。

８

８

７

11
山の日イベント「天王山で秀吉のお宝をゲットせよ！」が開催されました

復帰戦を飾る

天王山で秀吉たちに会ったよ！

熱戦の後とは思えないほど、ほとんど傷のないきれい
な顔で試合を振り返ります。

右が堀川選手
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放課後児童クラブ（学童保育）
の臨時指導員を 
募集しています

内容＝小学１年生～４年生の保育
条件＝子どもの保育に熱心な方（高校
生以下は応募できません）
勤務時間＝平日13：00～18：00
□土・学校行事による振替休校日は８：
30～18：00までの中で交代勤務。
※小学校の長期休暇中は勤務時間が変
わります
※勤務日は相談に応じます
勤務場所＝放課後児童クラブ「なかよ
しクラブ」「ともだちクラブ」（以上、
大山崎小学校内）「でっかいクラブ」

（第二大山崎小学校横）
賃金＝時給940円
申込方法＝市販の履歴書に必要事項を
記入、写真貼付のうえ、下記申込先ま
で持参してください（郵送不可）。
その他詳細はお問合せください。
問・申込先＝生涯学習課生涯学習・ス
ポーツ振興係（内235）

乙訓福祉施設事務組合職員 
採用試験

職種＝障がい児･者支援施設指導員
採用予定時期＝平成29年４月１日
採用予定人員＝若干名
受験資格＝（１）大学（大学院含む）、
短期大学、専門学校において福祉・教
育・心理・保育に関連する学科を専攻
した方（平成29年３月卒業見込みの方
を含む）

（２）申込日現在において、介護福祉
士、社会福祉士、精神保健福祉士、理
学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
保育士のいずれかの資格を有する方  

（３）上記には該当しないが、障がい
児 ･ 者施設での勤務経験が申込日現在
において３年以上ある方

（４）上記（１）～（３）いずれの場
合も昭和51年４月２日から平成９年４
月１日に生まれた方
受付期間＝９月５日□月 から９月９日□金
まで（平日９：00～17：00）
申込方法＝提出書類を持参（代理提出
可、郵送不可）
試験＝９月25日■日 ９：30～　乙訓福祉
施設事務組合にて

　提出書類や実施要項など詳細は乙訓
福祉施設事務組合ホームページ（http://
www.otsufuku.com/）にてご確認くだ
さい。
問・申込先 ＝乙訓福祉施設事務組合総
務課　☎954-6507　

「いざ！天王山」のぼり旗を 
立ててみませんか

　町では、ここ一番の勝負の代名詞
「天王山」にちなみ、大山崎町を「勝

負の聖地」としてＰＲする取り組みを
進めています。
　その一環で、「いざ！天王山」のの
ぼり旗を作成しており、希望される方
に貸し出しをしています。各種の行事
やお祭りで、あるいは事業所、店舗や
ご自宅など人目につく場所に掲げてい
ただき、「勝負の聖地」大山崎町の雰
囲気作りをともに進めていただける方
を募っています。

問＝政策総務課企画観光係（内314）

子ども書道作品の募集

　犯罪被害者の気持ちを理解し励ま
す内容の書を募集します。
書式＝毛筆（学年・名前も記入）
対象＝町内在住の小・中学生
用紙＝画仙紙（およそ18cm×70cm）
締切＝９月30日□金　
問・応募先＝生涯学習課生涯学習・
スポーツ振興係（内234）

相談
Consultation

障がいのある方の生活相談 
（身体・知的・精神）

　友人関係や生活リズムなど、どんな
ことでもご相談ください。大山崎町と
契約している「アンサンブル」の専門
相談員が相談を受けます。

とき＝９月14日□水13：30～15：30
ところ＝保健センター
相談員＝「アンサンブル」職員
問＝福祉課社会福祉係（内154）
【アンサンブル】

　地域で活動する精神障がい者の方々
の生活支援活動を行っています。
問＝長岡記念財団指定相談支援事業
所・地域活動支援センター「アンサン
ブル」
☎956-2543（代）

全国一斉！ 
法務局休日相談所開設

　予約制、相談無料、秘密厳守。詳し
くはお問い合わせください。
とき＝10月２日■日10：00～16：00
ところ＝京都地方法務局本局
相談対応＝▼法務局職員▼司法書士▼
土地家屋調査士▼人権擁護委員▼公証
人
相談内容＝▼登記相談▼戸籍、成年後
見、国籍相談▼供託相談▼人権相談▼
遺言、後見などの公正証書に関する相
談
予約受付＝９月12日□月 ～30日□金 平日
８：30～17：15
問・申込先＝京都地方法務局総務課　
☎231-0148

スポーツ
Sports

わくわくサタデーナイト

とき／ところ＝９月３日／町体育館
17日／第二大山崎小学校
いずれも□土18：00～20：00
種目＝卓球、バドミントンなど
※会場によって種目が異なります
対象＝町内に在住または在勤の方
参加費＝小学生100円、中学生以上200
円
※申込不要、当日会場で受付
※わくわくクラブおおやまざき会員の
方は会員証をご持参ください
問＝わくわくクラブおおやまざき（町
体育館内）
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天王山のぼる君の

「大山崎町の歴史を
 学習するぞ！」

天王山のぼる君
（14）

淀川散歩さん
（63）

天王山のぼる君
（14）

淀川散歩さん
（63）

 学習するぞ！」

一寸法師と宝積寺

の打出と小槌 編

▲打出と小槌 
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平成28年度子育て講座 
親子でハッピークッキング

　お子さんと一緒にギョウザ作りを楽
しみませんか。子育てに関するお話
も。保育ルーム（無料、要申込）があ
ります。
とき＝９月22日■祝９：30～12：00　受付
は９：00～
ところ＝中央公民館別館１階料理講習
室
講師＝幸山由佳さん（スマイルプレイ
ス代表）
対象＝町内に在住または在勤の親子10
組（先着順）※子どもは小学１年生～
中学３年生
持ち物＝▼エプロン▼三角巾▼ハンド
タオル▼上履き
参加費＝大人１人500円　子ども１人
250円（当日受付でお支払ください）
申込期間＝９月９日□金 まで　平日８：
30～17：15（12：00～13：00は除く）
申込方法＝直接または電話で申込先まで
注意＝▼食物アレルギーのある方はご
参加いただけない場合があります▼大
人は１組につき２人まで▼親子でご参
加ください
【保育ルームについて】

　当日受付は不可。事前に要申込。
対象＝生後６ヶ月～就学前までのお子
さん
とき＝９：00～12：00（講座終了まで）
保育室＝中央公民館別館２階和室
問・申込先＝生涯学習課生涯学習・ス
ポーツ振興係（内236）

「女性のための創業塾」  
エステサロン編～〈通いたく
なる〉あなたのサロンの創り
方・育て方～ 
とき＝９月20日□火、27日□火　いずれも
10：00～16：00
とき＝長岡京市産業文化会館３階第
１・２会議室 
講師 LEE'S 代表　リー・ヤマネ・清美　
氏（中小企業診断士） 
定員＝先着20名（定員になり次第締め
切り） 
受講料＝2,000円 
申込方法＝▼住所▼氏名▼年齢▼電話
番号を明記の上、ファックスで以下の

連絡先へ。 
問・申込先＝長岡京市商工会　☎951-
8029　 958-2473

平成28年度大山崎町男女共同
参画事業「みんなで考える男
女共同参画講座」

　男女がお互いに人権を尊重し合い、
個性と能力を発揮することができる

「男女共同参画社会」のまちづくりを
目指して、個人・地域でできることを
考えてみませんか？
講師＝久保　智里氏（公益財団法人 京
都市男女共同参画推進協会）　
参加費＝無料
内容＝講演・ワークショップ
とき＝９月８日□木10：00～12：00（受付
は９：30～）
ところ＝中央公民館２階講座室
※手話通訳・保育の申込受付は終了し
ています
問＝生涯学習課生涯学習・スポーツ振
興係（内235）

桂米朝一門会

　前売り券は９月２日□金から発売。
とき＝11月16日□水18：30開演（18：00開
場）
入場料＝S 席3,000円、A 席2,000円（未
就学児入場不可）
出演＝▼桂弥太郎▼桂雀太▼桂吉弥▼
桂南光▼桂雀三郎▼桂ざこば
演目は当日のお楽しみ！
ところ・問＝京都府長岡京記念文化会
館　☎955-5711
【招待券を５組10名様にプレゼント】
対象＝大山崎町民
申込締切＝10月14日□金（消印有効）
申込方法＝ハガキに▼住所▼氏名▼電
話番号を明記のうえ、下記まで。
※応募多数の場合は抽選。当選者に
は10月24日□月までに招待券を郵送しま
す。落選者への連絡は行いません
問・申込先＝〒618-8501（住所不要）
大山崎町役場政策総務課企画観光係　
☎956-2101（内312）

第７回　天王山をきれいにす
る大作戦

　大山崎町のシンボル「天王山」を美

しくしませんか。汚れてもよい服装で
お越しください。
とき＝９月24日□土９：30～11：30
※雨天中止、前日の天気予報で降水確
率が50％以上のときは中止
ところ＝観音寺（山崎聖天）「桜の広
場」
集合場所＝「桜の広場」前公園（公衆
トイレの横）
持ち物＝ノコギリ、カマ、エンジン刈
払い機等整備に必要な道具、手袋
※特にエンジン刈払い機をお持ちの方
はご持参ください
主催＝天王山をまもる会
問＝天王山をまもる会事務局　経済環
境課（内244）

みんなでいこカフェ 
９月のイベントのお知らせ

　クッキーや飲み物、食事をしなが
ら、楽しいひとときを過ごしませんか。
イベントや相談、脳トレミニ講座（14：
00～14：30）も毎回実施しています。
食事も毎回申込みできます（参加日の
３日前までに要申込）。詳細はお問い
合わせください。
■毎年恒例　お月見切り絵～こころが
和む切り絵～
とき＝９月２日□金14：30～16：00
参加費＝100円　※先着35名
■紙で遊ぶワークショップ
とき＝９月16日□金14：30～16：00  
参加費＝100円
■葉っぱ形の小物置き・簡単に作れる
小物入れ
とき＝９月23日□金14：30～16：00 
参加費＝100円　※先着35名
ところ・問・申込先＝洛和ヴィラ大山
崎　☎958-3855

敬老会を９月９日□金に開催 
－70歳以上の方を町体育館に
ご招待－

　町では、長年にわたって社会に貢献
してこられた高齢者を敬い、その労苦
をねぎらうために、以下の日程で「敬
老会」を開催します。　
とき＝９月９日□金13：00受付開始、13：
30開会、15：45閉会予定
ところ＝町体育館
※上履き（スリッパ）をご持参ください

記事は見開きで完結させること！！！！！！！！！！！！！！
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役場代表☎956-2101  957-1101　保健センター☎953-3430  953-7335　老人福祉センター「長寿苑」☎・ 957-1860
社会福祉協議会☎957‒4100  954-4400　福祉センター「なごみの郷」☎957‒4100  954-4400

中央公民館☎957‒1421  952-2846　町体育館☎956‒0567  956-0566　歴史資料館☎952‒6288  952-6289
大山崎ふるさとセンター☎956‒2310  952-6289　大山崎消防署☎956‒0119  957-0999

このコーナーは25ページから始まります

対象＝町内在住の70歳以上の方。９月
初旬に、満70歳以上（昭和21年12月31
日以前生まれ）の皆さまに案内状を送
付します。届かない場合は、下記の担
当へご連絡下さい。
内容＝記念式典、漫才・歌謡ショーほか
当日、会場行きのバスを運行します。
時間・場所などの詳細については、案
内状をご覧ください。
※記念式典のみ要約筆記があります
問＝健康課高齢介護係（内線137）

歴史資料館連続講演会「保」
をめぐる住民のつながり 
－自治の基層 

　鎌倉・室町時代、京都周辺には「保」 
と呼ばれる住民のつながりが成立しま
した。大山崎の「保」は、現在～町
内という表現で受け継がれています。

「保」から住民自治を考えます。
　無料、申込不要。
【内容】

第１回　９月４日■日「京都・西之京七
保の歴史と文化−北野社門前の祭祀結
合」三枝　暁子氏（東京大学大学院准
教授） 
第２回　10月１日□土「室町時代の宇治
と『番保』」家塚　智子氏（宇治市源
氏物語ミュージアム学芸員） 
第３回　11月３日■祝「大山崎における
祭礼・油売りと『保』」福島　克彦氏

（歴史資料館長） 
とき＝いずれも13：30～
ところ＝いずれも大山崎ふるさとセン
ター３階ホール
問＝歴史資料館

ピアサポーターなんでも 
おしゃべり会

　「ピア」は “仲間” という意味です。
障がい当事者（肢体不自由）が、同じ
目線、平等な立場で話を聞き、同じよう
に障害をもつ人の心をサポートします。
気軽におしゃべりにお越しください。
とき＝９月29日□木14：00～15：30
ところ＝役場１階相談室１
問＝町社会福祉協議会

はじめまして、こちら「乙訓
もも」です（出張居場所開設）

　「乙訓もも」は、平成24年５月から

長期離職の方、生活困窮の方、ひきこ
もりの方など様々な生活困難を抱える
方々の支援をしています。
　支援員とゆっくり話をしながら、パ
ソコンで学んだり、卓球をしたり、一
緒に楽しい時間を過ごしませんか？
とき＝（１）９月７日□水（２）９月21
日□水いずれも13：30～15：30
ところ＝（１）なごみの郷２階（２）
役場２階第２会議室
問＝乙訓もも　早河　☎952-2800
　　福祉課社会福祉係（内153）

出張ハローワークin乙訓

　ハローワークが出張して職業相談、
職業紹介を行います。パソコンでの求
人閲覧もできます。事前予約不要。
とき＝９月９日□金10：00～15：00（12：
00～13：00休憩）
ところ＝長岡京市中央生涯学習セン
ター６階
問＝ハローワーク京都七条　
☎341-5526

ガラス工芸教室のお知らせ

①バーナーワーク
　とんぼ玉でアクセサリーなどを作り
ます。
とき＝９月14日、28日、10月26日、11
月16日、30日、12月14日いずれも□水
対象＝小学５年生以上
参加費＝1,800円
定員＝各部４人
②キルン
　ガラスプレートを作ります。作品は
後日引取りです。
とき＝９月14日、11月30日いずれも□水
対象＝小学４年生以上
参加費＝500円
定員＝各部10人
③ステンドグラス風プレート
とき＝９月28日、12月14日いずれも□水
対象＝小学５年生以上
参加費＝800円　
定員＝各部６人
④サンドブラスト
　びんなどに模様をつけます。
とき＝随時開催（平日のみ）
対象＝小学１年生以上

参加費＝300円
持物＝透明で表面に凹凸のないガラス
製品を３個程度
定員＝各部10人
開始時間＝午前の部／９：00～12：00、 
午後の部／13：00～16：00
注意！
○乙訓二市一町のいずれかに在住、在
勤、在学していない方は料金２割増
○小学生は、保護者（18歳以上）同伴
でお願いします
申込方法＝電話にて下記まで
問＝クリーンプラザおとくに政策推進
課　☎957-6686（平日の９：00～17：00）

乙訓DREAMフェスタ2016

とき＝９月４日■日11：30～16：30
ところ＝天王山夢ほたる公園
内容＝▼ステージパフォーマンス▼飲
食ブース▼防災まなぶランド▼人文字
アートなど
※雨天の場合、飲食ブースまたはイベ
ント自体が中止になる可能性があります
問＝公益社団法人乙訓青年会議所　
☎957-1230

秋の全国交通安全運動一日 
警察署長によるスタート式・ 
パレード
とき＝９月22日□木午前10時予定
ところ＝桂川イオンモール
問＝経済環境課（内246・247）

募集
Wanted

平成28年度自衛隊員 
募集案内

①自衛官候補生（男子）②防衛大学校
学生③防衛医科大学校医学科学生④防
衛医科大学校看護学科学生（自衛官候
補看護学生）
受付開始日＝９月５日□月～（①自衛官
候補生は年間を通じて募集しています）
受付終了日や試験期日、年齢要件など
詳細は下記まで。
問＝自衛隊京都地方協力本部　☎853-
0821

recruitl-kyoto@pco.mod.go.jp
http://www.mod.go.jp/pco/kyoto

記事は見開きで完結させること！！！！！！！！！！！！！！



2 0 1 6 . 9広報おおやまざき25

□

　消
防
ひ
ろ
ば

□

　シ
リ
ー
ズ
防
災

□

　図
書
室
だ
よ
り

　

Relax

□

　

Sm
ile

□

　ま
ち
の
話
題  Town  Topics

□

　

Inform
ation

□

　伝
言
板　

M
essage

インフォメーション

このコーナーは25ページから始まります

天王山の工事中の山道が 
開通しました

　昨年の台風の影響で危険な状態に
あった山道を工事しており、迂回をお
願いしていましたが、この度無事に工
期を終え、開通しました。ご協力あり
がとうございました。

問＝政策総務課企画観光係（内314）

生ごみ処理機購入の方に 
補助金

　生ごみ処理機を購入して、ごみの減
量に取り組む方に補助金を交付しま
す。補助金申請後、町から補助の通知
が出た後に商品を購入してください。
※申請受付順に交付します。予算限度
額に達した時点で終了。補助金交付決
定前に商品を購入した方は対象外とな
りますのでご注意ください
補助金額＝機器購入価格の１/ ２（上
限20,000円、購入金額が5,000円未満の
ものは対象外）

対象＝次の要件すべてに該当する方
▼大山崎町民▼大山崎町内で処理機を
利用する▼過去５年以内に当制度の補
助を受けていない世帯▼町税及び公共
料金等を滞納していない
申請期間＝平成28年10月３日□月 ～平
成29年 ２ 月28日□火（12：00～13：00を 
除く平日８：30～17：15）
申請方法＝▼申請書（役場２階経済環
境課にあります）▼印鑑▼見積書（店
印が押印されているもの。レシート不
可）▼カタログ（写しでも可）▼町税
完納証明書を添付して、下記までご持
参してください。郵送不可。
問・申請先＝経済環境課清掃環境係

（内246・247）

資源ごみ（燃えないごみ） 
収集の日程変更にご注意くだ
さい

　９月22日□木 は祝日のため資源ごみ
（燃えないごみ）の収集はありません。

９月26日□月に収集日を振替えています
のでご注意ください。
９月22日□木→９日26日□月に収集
問＝経済環境課清掃環境係（内246・
247）

９月は水道メーターの検針月
です 
検針にご協力ください
実施期間＝９月５日□月～16日□金
注意！
○水道メーター検針のため、検針員が
敷地内に入らせていただきます。
○メーターボックスの上に物を置かな
いでください。
○車やバイクは、検針期間中はメー
ターの上に駐車しないようにお願いし
ます。また、ガレージ門扉の開放にご
協力お願いします。
○メーターボックスの中はきれいにし
ておいてください。
○「駐車、物を置くなどで点検できな
い」、「メーター故障」および「門扉
内、宅内等の場所でご不在」の場合、
水量を認定させていただくことがあり
ます。
問＝上下水道課業務・府営水道係（内
273）

労働トラブル解決制度の 
ご案内

　解雇、雇止めなど、労働者個人と事
業主の間のトラブルを、公平・中立の
立場のあっせん員があっせん（話し合
い）で円満に解決します。手続きは簡
単、無料。秘密厳守で迅速な解決を目
指します。労使どちらからでも利用で
きます。お気軽にお問合せください。
問＝京都府労働委員会　
☎414-5733

消費生活相談ニュース 
「家庭教師の無料体験」に 
ご注意

　家庭教師の無料体験をきっかけに、
大量の学習教材の購入を勧められ高額
な契約をしてしまったという相談があ
ります。契約期間が２か月を超え関連
商品代金を含めた契約金額が５万円を
超える場合は、書面を受け取った日か
ら８日以内であれば、クーリング・オ
フ（無条件解約）できますが、書き込
みした教材は返品できないこともある
ので注意が必要。「無料体験」と「契
約を急がされる場合」は特に注意しま
しょう。　
相談＝▼京都府消費生活安全センター　
☎671-0004（くらしの相談窓口）▼消
費生活土日祝日電話相談　☎257-9002
▼町消費生活相談第１～第４□火13：30
～15：30　受付は経済環境課農林商工
係（内244）

介護職員初任者研修講座

　受講すると、介護職員初任者研修
（旧ヘルパー２級課程）修了者として

障がい福祉サービス事業所や介護保険
事業所に勤務が可能です。
　乙訓圏域の障害福祉サービス事業所
などで働く意欲のある方の受講をお待
ちしています。
とき＝【講義・演習】10月11日□火 ～
11月24日□木 の 週 ３ 日　 ９：00～17：00 

【実習等】12月１日□木 ～平成29年１月
27日□金
ところ＝【講義】長岡京市立地域福祉
センター【演習・実習】乙訓圏域・近
隣の施設等

お知らせ
Information

JR山
崎駅

阪
急
大
山
崎
駅

霊泉連歌講跡碑
山崎宗鑑句碑

阪
急
京
都
線

宝積寺
（宝寺）

竹林のこみち

観音寺
（山崎聖天）青木葉谷

展望広場

アサヒビール
大山崎山荘美術館

自玉手祭来
酒解神社

十七烈士の墓

旗立松
展望台

卍

卍

工事終了
開通しました

記事は見開きで完結させること！！！！！！！！！！！！！！
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役場代表☎956-2101  957-1101　保健センター☎953-3430  953-7335　老人福祉センター「長寿苑」☎・ 957-1860
社会福祉協議会☎957‒4100  954-4400　福祉センター「なごみの郷」☎957‒4100  954-4400

中央公民館☎957‒1421  952-2846　町体育館☎956‒0567  956-0566　歴史資料館☎952‒6288  952-6289
大山崎ふるさとセンター☎956‒2310  952-6289　大山崎消防署☎956‒0119  957-0999

このコーナーは25ページから始まります

対象＝福祉サービス事業所で働く意欲
のある方
定員＝20人
費用＝80,000円（受講後乙訓圏域の障
がい福祉サービス事業所等で働く予定
の方は40,000円）
その他テキスト代6,069円、実習時の健
康診断料実費
申込期限＝９月30日□金
問・申込先＝（福）長岡京市社会福祉
協議会　奥田
☎963-5508　 963-5509
e-okuda@nagaokakyo-shakyo.jp

2016年度「介護職員等による
喀痰吸引等研修（第３号研修）」
とき＝10月15日□土９：30～16：30、16日
■日９：00～16：00の二日間
ところ＝（福）乙訓福祉会　乙訓の里
定員＝40人程度
費用＝12,000円（基本研修及び事務手
数料）
申込方法＝電子メールにて
詳しくはホームページをご覧ください
http://www.h2.dion.ne.jp/~otokunif/

問・申込先＝（福）乙訓福祉会ライフ
サポート事業所　長谷川
☎874-7373　 874-6510
lifes.otokunif@iaa.itkeeper.ne.jp

介護職員等による喀痰吸引等
（第３号研修）フォローアッ
プ研修
とき＝10月16日■日10：00～12：20
ところ＝（福）乙訓福祉会　乙訓の里
定員＝30人

対象＝過去に乙訓圏域の登録機関
【（福）乙訓福祉会】で第３号研修の基
本研修を受研した方
費用＝無料
申込方法、内容等詳細は乙訓福祉施設
事務組合のホームページをご覧くださ
い。
主催＝乙訓圏域障がい者自立支援協議
会
問＝（福）乙訓福祉会ライフサポート
事業所　畑　☎874-7373

催し
Meeting

ゆめほっぺ９月の行事

〇中学生のお兄さんお姉さんと遊ぼ
う！
　大山崎中学校の学生さんが、ゆめ
ほっぺに保育実習に来ます。
とき＝９月９日□金10：00～11：00
　　　９月21日□水10：00～11：00
ところ＝保健センター２階
〇子供のハミガキ悩み事相談（要予約）
　歯科衛生士が子どもの正しいハミガ
キについて教えてくれます。
とき＝９月21日□水10：30～11：30
ところ＝保健センター１階集団指導室
持ち物＝いつも子供に使用している歯
ブラシ、保護者使用の仕上げ用歯ブラ
シ
○ベビーマッサージ（要予約、見学
OK）
とき＝９月14日□水13：30～14：30
ところ＝保健センター２階

持ち物＝▼バスタオル▼ハンドタオル
▼ベビーオイル
○プレママさん、プチママさんソーイ
ング（スタイ、キャップを手作り、要
予約、見学OK）
とき＝９月23日□金10：00～12：00、13：
00～15：00
ところ＝保健センター２階
対象＝妊婦さんと生後４カ月くらいま
での子を持つ親
持ち物＝▼フェイスタオル▼着なく
なったＴシャツ▼お好みの布▼マジッ
クテープ▼糸▼針
○プチママさんのしゃべり場（予約不
要、見学OK）
　初めての育児にまつわる不安や悩み
などを皆で話してみませんか。
とき＝９月７日□水10：00～11：30
　　　９月29日□木13：30～15：00
ところ＝保健センター２階
対象＝生後２カ月～８カ月の第１子を
持つ親子
持ち物＝赤ちゃん用バスタオル
〇おそとで “ゆめほっぺ”
とき＝９月13日□火10：00～12：00
ところ＝野鳩公園（荒天中止）
持ち物＝▼飲み物▼着替え
※原則、現地集合現地解散となります
※お子さんのケガ、事故のないように
保護者が責任を持って付き添ってくだ
さい
※ゆめほっぺで砂遊び用のおもちゃ、
乗り物等の準備はしますので、個人の
おもちゃは持ち込みしないようお願い
します
問＝ゆめほっぺ　☎959-9050
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応
援
で
き
る

町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　私
も
、
重
要
な
局
面
で
は
、
天
王
山
に
決

意
を
誓
い
ま
す
。
す
る
と
、
不
思
議
と
勇
気

を
も
ら
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
だ

け
の
歴
史
、
由
来
が
、
確
か
に
こ
の
山
に
は

あ
り
ま
す
。

　朝
晩
涼
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
は
、
ハ
イ
キ

ン
グ
も
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
町
の
シ
ン
ボ
ル

で
す
。

町 長 短 信

えがお
あふれるまちに

五輪と天王山

大
山
崎
町
長
　山
本

　圭
一
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みんなの伝言板

子育てサークル「マンボウ」

　０歳～３歳のお子さんを中心に、親子
でリズム運動をして体をしっかり育てま
す。お誕生会、散歩、季節のあそびなど
の取り組みもあり、子育ての悩みも交流
しています。動きやすい服装でお越しく
ださい。
とき＝９月１日、８日、15日（いずれも
□木）10：00～11：30
ところ＝大山崎集会所
参加費＝月1,000円
※体験の場合１回300円
持ち物＝▼バスタオル▼お茶
問＝新婦人　東　和美　☎957-3420

子育てサークル「どんぐり」 

　親子の友達の輪を広げませんか？？ 
大山崎町内で活動している十数組程度の
小さなサークルです。 
　手遊びや絵本、季節に合わせた工作、
外遊びなど、みんなで意見を出し合い楽
しく企画し、仲良く遊んでいます。初め
ての方もお気軽にどうぞ。９月のどんぐ
りは、消防署の見学を予定しています！ 
　参加希望の方は９月10日までにご連絡
ください。 
とき＝９月13日□火 
ところ＝大山崎集会所 
参加費＝無料 
対象＝乳幼児とその保護者 
問・申込先＝松尾 

matumado0110@yahoo.co.jp

第27回ママたちのリサイクル 
＆手作り市 

　子育て中の母親によるフリーマーケッ
ト。 子供用品や手作り品を販売します。 

とき＝９月24日□土９：20～14：00
集合場所＝阪急バス小塩バス停に９：20
集合
※小塩バス停には阪急東向日駅から善峯 
寺行８：42発のバスがあります
内容＝明治池のアキノタムラソウなど秋
の草花の観察、小塩町のフジバカマ苑を
見学

（昨年は旅する蝶アサギマダラがたくさ
ん飛来していました） 
持ち物＝▼弁当▼水筒
参加費＝小学生以上100円
問＝乙訓の自然を守る会　髙橋 勲 ☎952- 
1580

平成28年乙訓の文化遺産を 
守る会総会および講演会の案内

とき＝９月17日□土13：30～16：30
ところ＝向日市寺戸町公民館
講演＝「長岡京跡の轍（わだち）」「長岡
京発掘の思い出」　西川幸治先生（京都
大学名誉教授）

「長岡京の道路と轍」　木村泰彦氏（長岡
京市埋蔵文化センター）
費用＝会員の方は会費（2,000円）、会員
外の方は資料代（300円）
問＝乙訓の文化遺産を守る会事務局　
長谷川　☎090-9284-7321
〒617-0002　向日市寺戸町西野辺８

大山崎俳句会

　初めての方も気軽にご参加ください。 
とき＝９月７日□水13：00～16：30
ところ＝大山崎ふるさとセンター
会費＝年3,000円
問＝重田　☎952-8587

「チーム絆」乙訓ひきこもり 
相談サテライト～社会の未来を 
担う若者支援を先送りしない～

　カフェスタイルの相談の場です。参加
費無料、申込不要。お気軽にご参加くだ
さい！
とき＝９月22日■祝13：30～15：30
ところ＝長岡京市民活動サポートセン
ターミーティングスペース（バンビオ１
番館１階）
問＝NPO法人　若者と家族のライフプラ
ンを考える会　田中・河田　☎201-8073

mypath@lpw-kyoto.org

約50店舗の出店です。雨天決行。 
とき＝９月５日□月10：00～12：30 
ところ＝大山崎町多目的広場（名神高速
道路高架下） 
問＝木戸 ☎090-8480-7800（平日９：00
～14：00） 

comme_zu_mama@yahoo.co.jp

スマイルプレイスからの 
おしらせ

（１）親子サロン＜スマイルプレイス＞
　おもちゃや絵本での自由遊び、スタッ
フによる手あそび歌・読み聞かせなどの
後、手作りのお菓子でお茶を楽しみま
す。初めての方もお気軽にどうぞ。簡単
なオリジナルガーゼハンカチの製作も企
画。プレママさんもぜひ！
とき＝９月13日□火10：00～11：30（この
内、10：15～10：35にご希望の方のみア
ルバム作りを行います。出入り自由。）
ところ＝円明寺が丘自治会館２階和室
参加費＝300円（アルバムつくりに参加
される方は初回のみ別途200円）
対象＝乳幼児とその保護者、妊娠中の方

（２）親子のひろば＜サニィプレイス＞
　おもちゃや絵本を準備しています。ス
タッフもお相手します。ぜひご利用くだ
さい。
とき＝９月26日□月９：30～12：00
ところ＝下植野集会所２階和室
参加費＝無料
対象＝乳幼児とその保護者
問・申込先＝幸山（こうやま）　
☎080-5700-5822

smile2525place@gmail.com

秋の自然観察会 

　事前申し込み不要。

ひとのうごき
町の人口と世帯数

総数 15,231人　（37）
男 7,342人　（13）
女 7,889人　（24）
世帯数 6,151世帯　（12）

※ 敬称略。このコーナーには希望
された方のみ掲載しています

2016年８月１日現在（前月比）
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このコーナーへの掲載を希望される方は発行月の前々月末（□土■日■祝にあたる場合は直前の平日）
までに、政策総務課企画観光係☎956-2101（内312）まで。

「英語クラス」平成28年度後期
受講生を募集（平成28年度後期
10月～翌年３月）

　諸般の事情で日程や部屋が変更される
ことがあります。見学のみも大歓迎。

・初級クラス
とき＝原 則 毎 月 第 １、 第 ３□火20：00～
21：00
定員＝10人程度
受講料＝半年6,000円
内容＝発音をしっかり学び、初級の英会
話を楽しむ（日本人講師）

・中級クラス
とき＝原 則 毎 月 第 １、 第 ３□火10：30～
11：30
定員＝10人程度
受講料＝半年6,000円
内容＝会話練習を中心に、表現や発音な
ど（日本人講師）

・ネイティブクラス
とき＝クラス A：原則、毎月第２、第
３、第４□土13：50～14：50
クラス B：原則、毎月第２、第３、第４
□土14：50～15：50
定員＝各クラス10人程度
受講料＝半年9,000円
内容＝簡単なスピーチやフリートーキン
グ（日本語混じりOK）、英文読解、英文
書き取りなど（外国人講師）
ところ＝いずれも中央公民館内
問・申込先＝大山崎町国際交流協会　塚本
☎090-8533-3122（SMSメールもＯＫ）

ja3hoy@yahoo.co.jp

洋ランを翌年も咲かせませんか

　お祝いに友人から頂いた花落ち間近の
開花株を翌年も咲かせたい、捨てるのは
もったいない、と思っている方はご相談
ください。 
とき＝毎月第４□金13：00～15：00 
ところ＝中央公民館実習室１ 
問・申込先＝洋ラン会　竹内　☎957-
5692

和
わ ら い

来隊 
「みんなの脳活性化ゲーム」

　明るく笑いながら脳を活性化しましょ
う。申し込み、参加費、持ち物不要。
とき＝（１）９月14日□水13：30～14：40
　　　  （２）９月27日□火10：30～11：40

ところ＝（１）長寿苑（２）円明寺が丘
自治会館
問＝大山崎町社会福祉協議会地域包括セ
ンター　☎952-6533

山桜会９月の行事

（１）とき＝９月13日□火
集合＝ JR長岡京駅（切符は宇治駅まで）
９：00
行程（約８km）＝▼宇治川河畔▼蛍塚
▼天ヶ瀬吊橋▼亀石▼宇治上神社（世界
遺産）

（２）とき＝９月27日□火
集合＝阪急長岡天神駅（切符は神戸三宮
駅まで）９：00
行程（約８km）＝▼神戸▼生田神社▼
諏訪神社▼ビーナスブリッジ▼花隈城
※雨天中止
問＝山桜会　福田　☎957-0418

京都文化創生機構行事のご案内 
「大山崎の魅力と勤皇17烈士顕彰」

　午前中、アサヒビール大山崎山荘美術
館を見学する予定です。
とき＝９月24日□土13：30～
ところ＝離宮八幡宮社務所
講師＝津田　定明氏（離宮八幡宮宮司）
参加費＝会員500円、一般800円
問・申込先＝離宮八幡宮　津田
☎956-0218

いきいきサロン開催 
「４つのゲームでリフレッシュ」

　体力を必要としない簡単な室内ゲーム
でリフレッシュ。お茶菓子タイムもあ
り。申し込み、参加費不要。
とき＝10月４日□火13:30～15:00
ところ＝なごみの郷２階
主催＝大山崎町民生児童委員協議会高齢
者福祉部会
問＝福祉課社会福祉係（内151）

広告

075-959-9009
WWW.hottaganka.com

●(

●

075-959-9009
WWW.hottaganka.com

●(

●

075-959-9009
WWW.hottaganka.com

●(

●

●不動産登記　　
相続・贈与・売買・抵当権抹消
●会社・法人登記　　
会社設立・役員変更・本店移転
●その他
成年後見・裁判手続・法律相談

お気軽にご連絡ください。

高木司法書士事務所
司法書士　高木信雄

TEL.０７５-９５５-８２３２
FAX.０７５-９５０-９９６０
大山崎町大山崎鏡田21番地29

司法書士は身近な町の法律家

記事は見開きで完結させること！！！！！！！！！！！！！！
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町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

敬
老
の
日

資
源
ご
み
取
集
日
（
22
日
■祝
の

振
替
）

京
都
が
く
え
ん
幼
稚
園
運
動
会

　
雨

天
の

場
合

は
３

日
□月

　
京

都
が

く
え

ん
幼

稚
園

　
９

：0
0～

13
：3

0

町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

大
山
崎
中
学
校
体
育
大
会

  （
雨

天
の

場
合

16
日

□金
）

　
大

山
崎

中
学

校
行
政
書
士
に
よ
る
暮
ら
し
と
事
業

の
行
政
相
談
会

　
役

場
２

階
で

受
付

　
13

：3
0～

16
：3

0

わ
く
わ
く
サ
タ
デ
ー
ナ
イ
ト

　
第

二
大

山
崎

小
学

校
　

1８
：0

0～
２0

：0
0

い
き
い
き
朝
市

　
円

明
寺

脇
山

広
場

　
９

：0
0～

売
切

れ
未
就
園
児
・
在
園
児
親
子
イ
ベ
ン
ト

ミ
ニ
チ
ュ
ア
S
Lに
乗
っ
て
遊
ぼ
う

　
京

都
が

く
え

ん
幼

稚
園

　
10

：3
0～

1２
：0

0

町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

子
育
て
相
談

　
各

保
育

所
　

９
：0

0～
16

：0
0

園
庭
開
放

　
各

保
育

所
　

10
：0

0～
11

：3
0

消
費
生
活
相
談

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0

子
育
て
相
談

　
各

保
育

所
　

９
：0

0～
16

：0
0

園
庭
開
放

　
各

保
育

所
　

10
：0

0～
11

：3
0

消
費
生
活
相
談

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0
み
ん
な
の
脳
活
性
化
ゲ
ー
ム

　
円

明
寺

が
丘

自
治

会
館

　
10

：3
0～

11
：4

0

子
育
て
相
談

　
各

保
育

所
　

９
：0

0～
16

：0
0

園
庭
開
放

　
各

保
育

所
　

10
：0

0～
11

：3
0

消
費
生
活
相
談

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0
道
路
側
溝
の
泥
の
回
収

　
町

内
一

円
　

９
：0

0～
17

：0
0

  （
10

/３
□月

ま
で

に
建

設
課

で
予

約
）

乙
訓
も
も
　
出
張
居
場
所

　
役

場
２

階
第

２
会

議
室

　
13

：3
0～

15
：3

0
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
９

月
２1

日
□水

～
30

日
□金

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

　
長

寿
苑

　
13

：0
0～

15
：0

0
ヨ
ー
ガ
教
室

　
長

寿
苑

　
10

：0
0～

11
：3

0
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
何
で
も
お
し
ゃ

べ
り
会

　
役

場
１

階
相

談
室

　
14

：0
0～

15
：3

0

図
書
室
休
室

町
議
会
本
会
議
閉
会

み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
（
ラ
ン
チ

要
予
約
）

　
洛

和
ヴ

ィ
ラ

大
山

崎
　

1２
：0

0～
16

：0
0

町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

心
配
ご
と
相
談

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：3
0～

15
：3

0
み
ん
な
で
い
こ
カ
フ
ェ
（
ラ
ン
チ

要
予
約
）

　
洛

和
ヴ

ィ
ラ

大
山

崎
　

1２
：0

0～
16

：0
0

健
康
相
談

　
長

寿
苑

　
9：

30
～

11
：3

0
学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大

山
崎

小
・

第
二

大
山

崎
小

　
８

：3
0～

1２
：0

0
い
き
い
き
朝
市
　

　
円

明
寺

脇
山

広
場

　
９

：0
0～

売
切

れ

ヨ
ー
ガ
教
室

　
長

寿
苑

　
10

：0
0～

11
：3

0
学
校
開
放
（
体
育
館
・
運
動
場
）

　
大

山
崎

小
・

第
二

大
山

崎
小

　
８

：3
0～

1２
：0

0
い
き
い
き
朝
市
　

　
円

明
寺

脇
山

広
場

　
９

：0
0～

売
切

れ
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
町

内
一

円

※
学
校
開
放
は、
町
と
き
め
き
チ
ャレ
ン
ジ
推
進
事
業
とし
て
実
施し
て
い
ま
す。
（
他
の
事
業
な
ど
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す。
）

町
議
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

年
金
相
談
（
予
約
制
）

　
役

場
１

階
相

談
室

　
13

：0
0～

16
：0

0
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
相
談

　
保

健
セ

ン
タ

ー
　

13
：3

0～
15

：3
0

「
先
生
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
未
就
園
児
対
象

　
京

都
が

く
え

ん
幼

稚
園

　
15

：0
0～

15
：3

0
み
ん
な
の
脳
活
性
化
ゲ
ー
ム

　
長

寿
苑

　
13

：3
0～

14
：4

0

町
防

災
・

防
犯

情
報

メ
ー

ル
  登

録
の

お
願

い
①
�「
bo
us
ai
.o
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m
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ak
i-t
ow
n@
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id
en
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ta
iw
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k.
jp
」に
、
件
名
、

本
文
は
な
に
も
書
か
ず
に
メ
ー
ル
を
送
る

②
す
ぐ
に
返
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
指
示
に
従
い
、
登
録
手
続

　
き
を
す
る
�

問
＝


